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インターネット業界で活躍する“人”をご紹介します
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第8回 Webブラウザの興亡

協力：株式会社日本レジストリサービス（JPRS）

フレーム、スタイル指定、独自の埋め込みスクリプトなど、現代に通じるも
のを持っていました。

しかしWorldWideWebにしろViolaWWWにしろ、使うには高価なワークス
テーションが必要で、あまり普及はしませんでした。

最初に広く普及し、Webそのものの普及にも貢献したのは、1993年に登場
したMosaic※3です。WindowsやMacintoshなどの一般に普及したコン
ピュータで動作し、テキストとグラフィックを同一ウィンドウで表示することで
高い表現力を持っていました。

翌1994年にはNetscape Navigatorが登場します。1997年までに

バージョン4を数え、cookieやフレーム、JavaScript、
CSSといった機能を次々と実現し、普及していきます。
ただ、当時はブラウザ間の互換性が低く、新しい機能を駆使
したWebサイトには「このサイトはNetscape専用です」
といった但し書きもよくありました。

Webブラウザの今

2019年現在、Webブラウザ（以下ブラウザ）でシェアトップはGoogle Chrome
（以下Chrome）と目されています。JPNICのWebサイトへのアクセスログを見ても、
半数近くがChromeによるアクセスです。しかし、Chromeが正式公開されたのは

2008年12月※1で、10年以上前とは言えインターネットが普及し始めてからずいぶん
経ってからのことです。ではその前はどんなブラウザが使われていたのでしょうか？

世界初のWebブラウザは、68号※2でも紹介した「WorldWideWeb」で、
1990年に開発されました。2019年8月現在、https://worldwideweb.
cern.ch/を経由してその動作を垣間見ることができます。テキストベースで、
スタイル指定機能もなし。非常にシンプルです。

その後1992年にViolaWWW登場しました。Mosaicに先駆けてテキスト
とグラフィックの混在表示が可能になっています。機能的には表組み、

普及の原動力

「インターネット歴史年表」
も見てね!!

https://www.nic.ad.jp/timeline/

※2 インターネットことはじめ
https://www.nic.ad.jp/ja/newsletter/No68/0320.html

※3 NCSA Mosaic
http://www.ncsa.illinois.edu/enabling/mosaic

シェアトップを占めた IEは、その後技術的な停滞を迎えます。やがて2000年代
初頭にはWeb規格の標準化も進み、対応をうたった新世代のブラウザ群が
登場します。Opera、Firefox、Safariです。Operaは軽量高速、Firefoxは
オープンソース化されたNavigatorを祖に持ち、Safariはやはりオープン
ソースのWebkitを基礎としたMacOS標準のブラウザです。

この頃にはWeb上で動作するアプリケーションが増え、より使いやすくするため、
各種の処理がサーバ側での実行からブラウザ側での実行へと移行していきます。
この時多用されたのがJavaScriptで、各社とも高速化にしのぎを削ります。
新世代のブラウザは画面表示や機能に関しては差異が少なく、最新のWeb
技術を使うユーザーを中心に、徐々にシェアを増やしていきます。IEは古い IE
との互換性を重視したためか、最新技術への対応や高速化が遅れ気味でした。

そのような状況下において、2008年にChromeがリリースされます。既に検索
エンジン大手として有名だったGoogle社の製品であること、無料であること、
高速に動作することなどからジリジリとシェアを獲得して現状に至ります。かつて
の IE独占状態に比べると健全な状態と言えますが、このままChromeのシェア
が高まって独占状態になる可能性も否定できません。

一方で、2010年代はプライバシー保護の観点も重要になってきました。ユーザー
行動履歴などの保護と利便性とのバランスをどうするか、Webブラウザでどの
ように対応するのか。このあたり
をわかりやすくユーザーに提示
できるかどうかが、今後のシェア
を左右しそうです。

ブラウザ戦争再び

初期のブラウザ

中学生の頃に持っていた携帯電話で、友達と頻繁にメールしたり、
ゲームやSNSをしたりというのが最初です。高校生の時には、パソコ
ンを買ってネットゲームをよくやっていました。

堤さんがインターネットに興味を持ったきっかけ

地元福岡の大学に進学し、情報科学を専攻しました。論理回路のような
ハード系の科目が好きだったのですが、先生に進路相談をする中で、在
籍していた大学でAPRICOT-APAN 2015のネットワークチームによ
るホットステージがあることを知り、参加してみたところ、ネットワーク
を作るのが楽しいと感じました。普段スマートフォンを使っていても、
ネットワークが物理的につながっていることは意識しませんが、自分が
実際に機器の設定を行って会場ネットワークを作ったことで、インター
ネットの通信がどうやってできているのかを体験し、印象的でした。こ
の影響があり、大学側の取りまとめをやっていた先生のネットワーク系
を専門とする研究室に入りました。研究室では、コンテンツサーバーを
クラウドを跨がってオートスケールさせるといった、今の仕事より上位
レイヤを扱っていました。就職の際は、APRICOT-APAN 2015での体
験や、競合他社であっても協力し合うオープンな文化に魅力を感じ、イ
ンターネット業界に入ろうと決めました。ISPに絞って面接を受け、
2017年にエヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ株式会社に入社し
ました。APRICOT-APAN 2015のネットワークチームの経験で、人生
が変わったのでしょうね。入社後、初期配属先としてインターネットマル
チフィード株式会社に着任し、APRICOT-APAN 2015日本実行委員
会でお会いした方や、ネットワークチームに社会人として参加されてい
た方と再会して、巡り合わせだなと思います。

大学での専攻や卒業後の進路について

現在の業務について

配属されてからは、IX（Internet Exchange）サービスであるJPNAPネッ
トワークの設計・構築～運用・保守、お客様の開通作業等に携わってい
ます。IXはレイヤ2のネットワークですが、私は回線の調達やケーブリン
グ、伝送機器を扱うレイヤ1の領域も担当していて、物理的な作業も多いで
す。これも性に合っていて、ケーブルを整線している時が一番落ち着きま
す。JPNAPはチームメンバが15名程度なこともあり、社員一人一人が担

JPNIC

エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ株式会社に入社され、配属先であるインターネットマルチフィード株式会社
でネットワークエンジニアとして活躍されている堤友理（つつみゆり）さんにお話を伺いました。福岡のご実家にい
た頃から猫を飼っていて、それが癒やしとのことです。そんな堤さんに、インターネット業界をめざしたきっかけや、
若手エンジニアならではの考えを語っていただきました。

当していることが幅広く、サービスを支える一連の流れを意識して業務に
取り組めたり、私のような新人が見つけてきたものでも良いものであれば
柔軟に受け入れたりしてくれる環境なので、やりがいがあって成長できる
場所だと感じています。最新の技術動向については、ベンダーや商社の方
から説明を受けたり、コミュニティ活動で話を聞いたりしています。また、
社内に情報感度が高い方がいるので、教えてもらうこともあります。今後
は、せっかくインターネット業界に入ったので、レイヤ3を扱うことができ
て、さらにソフトウェアも書けるネットワークエンジニアになりたいです。

最後にインターネットに対する
愛情のこもったメッセージをお願いします！

自分がインターネットを支える側の仕事があることを知るきっかけを
与えてもらった経験から、JANOG（日本ネットワーク・オペレーター
ズ・グループ）の若者支援プログラムのお手伝いをしています。
JANOGに行くと、年上の方が多く、若手の人材が少ないと感じるこ
とがあります。私の同期入社は 200人ほどおり、その半数がエンジニ
アですが、ネットワークの経験がある人はごく少数でした。普通に生
活していると、インターネットを支えている人がいることを意識する
ことはありません。それが、若手が少ない原因なのではないかと思っ
ています。若者を支援する活動を通じて、この仕事を知ってもらう
きっかけを作っていきたいです。他には、自分の出身である福岡と縁
があるQUNOG （九州沖縄地域ネットワークオペレーターズグルー
プ）によく参加しています。弊社では、お客様の担当を出身地にあわせ
ることが多く、学生の頃からの知り合いに再会することもあり、“イン
ターネット”業界なのに意外と世間は狭いと感じます。最近は少しず
つ発表もさせてもらっています。

インターネット業界の若手育成やコミュニティ活動について

インターネット上では世界中がつながっていて、手元にあるスマートフォ
ンから簡単にアクセスして、自分もそこに参加することができます。その
性質に、いろいろな人が救われていると思います。私も目の前の世界がす
べてのように感じられる時期がありましたが、全然そんなことはなくて、
世界はとても広いということをインターネットが教えてくれました。イン
ターネットに救われたからこそ、救ってくれたインターネットをこれからも
支えていきたいです。

※1 Stable release: Google Chrome is out of Beta!
https://chromereleases.googleblog.com/2008/12/stable-release-googl
e-chrome-is-out-of.html

最初のブラウザ戦争Fire
fox Safari IEOpera

Navigatorの成功に触発されたMicrosoftが、
1995年に開発したブラウザが Internet Explorer
（以下 IE）です。Windowsの拡張パック「Microsoft 
Plus!」をインストールすることで、利用可能になりま
した。バージョン3でCSSやJavaScript、ActiveX
コントロール（プラグインの1種）といった機能を備え
たものの、先行するNavigatorと比べるとまだまだ
というレベルでした。

Windows 98では IE 4が標準搭載となり、機能的にはともかく、最初から
使えるWebブラウザとして徐々にシェアを獲得し始めます。代を重ねるごと
にNavigatorとの機能競争を押し進め、この当時のシェア獲得競争は「ブラ
ウザ戦争」と呼ばれました。

IEはバージョンを重ねるごとにNavigatorのシェアを奪っていき、IEバー
ジョン6が出た2001年ごろには、事実上の標準の地位を占めるようになり
ます。一方Navigatorは1998年に無償化に踏みきったものの、シェアを
回復することはありませんでした。

次回は電子メールを取り上げる予定です。

インターネットマルチフィード株式会社 堤 友理
2017年4月にエヌ・ティ・ティ・コミュ
ニケーションズ株式会社へ入社。同年
5月に初期配属先としてインターネッ
トマルチフィード株式会社へ出向し、
技術部JPNAPチームでネットワー
クエンジニアとして奮闘中。 新婚旅行先のボラボラ島で

パラセーリング
現在飼っている

猫のアズちゃん（2歳）
実家で飼っている

猫のメアちゃん（12歳）
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